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β 

さが遍驚 人口 世帯数 ×  
人 口／63,128人（-28) 
男 ／29,602人（-26) 
女 ／33,526人（-2) 

世帯数／24,487世帯（-8) 
6月30日現在（前月比） 五所川原市ホームページ httpゾノwww.goshogawara.net.pref.aomori.jp   
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五所川原市役所 公35- 2111 平成 19年8月 1日 2 

五
所
川
原
市
を
は
じ
め
と
す
る
西

北
五
地
域
で
は
、
地
域
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
医
療
提

供
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
高
度
・

専
門
医
療
や
救
急
医
療
を
担
う
中
核

病
院
を
新
た
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
 

周
辺
の
自
治
体
医
療
機
関
を
回
復
期

や
慢
性
期
を
担
う
サ
ーで
フ
イ
ト
医
療

機
関
に
転
換
す
る
自
治
体
病
院
機
能

再
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
中
核
病
院
の
整

備
等
に
は
多
額
の
経
費
を
要
し
、
圏

域
の
構
成
市
町
は
、
い
ず
れ
も
厳
し

い
財
政
状
況
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
 

そ
の
す
べ
て
を
二
市
四
町
の
み
で
負

担
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
体
病
院
の

機
能
再
編
成
の
取
り
組
み
を

一
層
推

進
す
る
た
め
、
国

・
県
の
財
政
支
援

及
び
医
師
確
保
へ
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
、
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

（
県
回
答
（
一一一
村知
事
）
)
 

新
た
に
圏
域
の
各
病
院
の
運
営
主
体

と
な
る
予
定
の
 
「つ
が
る
西
北
五
広
域

連
合
」
に
お
い
て
は
、
平
成
十
八
年
一
一

月
に
取
り
ま
と
め
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

及
び
同
年
十
一
月
に
決
定
し
た
中
核
病

院
の
建
設
用
地
を
踏
ま
え
、
早
期
に
施

設
整
備
費
の
確
保
や
サ
ー
で
フイ
ト
医
療

機
関
の
あ
り
方
な
ど
の
課
題
を
検
討
し
、
 

着
実
な
事
業
実
施
に
つ
な
げ
た
い
状
況

で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
 

県
と
し
て
も
当
該
圏
域
に
お
け
る

機
能
再
編
成
が
、
県
内
の
他
圏
域
の

再
編
に
も
波
及
す
る
モ
デ
ル
の
ひ
と

つ
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

機
能
再
編
成
計
画
の
着
実
な
実
行
と

早
期
具
体
化
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ご
要
望

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
町
の
役
割
、
 

県
の
役
割
を
見
極
め
な
が
ら
、
対
応

し
て
参
り
ま
す
。
 

ま
た
、
国
に
対
す
る
重
点
施
策
提
案

と
し
て
機
能
再
編
成
の
推
進
に
あ
た
っ

て
の
財
政
支
援
措
置
を
提
案
す
る
と
同

時
に
、
さ
ら
に
具
体
的
な
財
政
支
援
策

を
提
示
し
、
そ
の
支
援
を
強
く
働
き
か

け
て
お
り
、
引
き
続
き
そ
の
実
現
を
目

指
し
て
参
り
ま
す
。
 

平成2⑩年度 重点事業要望 
～自治体病院・道路整備・特例作物の産地確立～ 

去
る
七
月
九
日
、
県
に
対
す
る
平
成
ニ
＋
年
度
重
点
事
業
要
望
説
明
会
が
青
森
県
庁
ニ
階

「
第

三
応
接
室
」
で
開
催
さ
れ
、
平
山
市
長
を
は
じ
め
市
の
関
係
者
、
成
田
県
議
、
今
県
議
、
市
議

会
か
ら
は
斉
藤
議
長
、
一
一
一
潟
副
議
長
が
出
席
し
、
一一
一村
知
事
を
は
じ
め
県
幹
部
職
員
に
対
し
、
 

「
活力
あ
る
・
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
 
「
自
治
体病
院
機
能
再
編
成

に
つ
い
て
」
、
「
幹
線
道路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
」
及
び

「
『
つ
く
ね
い
も
』
等
特
例
作
物
の
産

地
確
立
に
つ
い
て
」
の
最
重
点
事
業
三
件の
ほ
か
、
重
点
事
業
五
件
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。
 



●
 

幹
線
道

路
の
 

整
備
促
進
 

に
つ
い
て
 

（
継続
）
 

当
圏
域
に
お
け
る
地
域
振
興
に
は
、
 

生
活
交
通
基
盤
や
高
速
交
通
網
の
整
備

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
ず
、
高
規
格
幹
線
道
路
「
津軽
自

動
車
道
」
関
連
で
は
、
浪
岡
・
五所
川

原
間
の
整
備
促
進
及
び五
所
川
原

・
鯵

ケ
沢
間
の
早
期
事
業
化
に
つ
い
て
、
仮

称
五
所
川
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
ア

ク
セ
ス
す
る
「
国
道
三
三
九
号
五
所
川

原
北
バ
イ
パ
ス
」
及
び
 「
国道

一
〇
一

号
五
所
川
原
西
バ
イ
パ
ス
」
 の
整
備
促

進
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
要
望
い
た
し

ま
す
。
 

ま
た
、
当
市
の
都
市
軸
と
な
る
主
要

幹
線
道
路
関
連
で
は
、
国
道
三
三
九
号
 

「七
平
バ
イ
パ
ス
」
及
び
「
脇
元
地
区」
 

の
急
勾
配
・
狭
隆箇
所
の
整
備
促
進
並

び
に

「
主要
地
方
道
展
風
山内
真
部
線
」
 

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
要
望
い
た
し

ま
す
。
 

県
回
答
（
県
土
整
備
部
長
）
 

津
軽
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
五
所

川
原
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
仮
称

五
所
川
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
七
・

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
、
本
年
度
暫
定
供

用
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。五
所
 

川
原
市
の
北
部
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

が
今
後
、
格
段
に
向
上
す
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
 

一
般
国道

一
〇
一
号
五所
川
原
西
バ

イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、用
地
買
収
を
継

続
し
て
推
進
し
、
本
年
度
内
に
改
良
工

事
の
着
手
を
目
指
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、
国
に
対
し
て
整
備
促
進
を
働
き
か

け
て
参
り
ま
す
。
 

続
い
て
、
津
軽
自
動
車
道
基
本
計画

区
間
で
あ
る
五
所
川
原
市
か
ら
鯵
ケ
沢

町
間
の
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い

て
は
、
つ
が
る
市
か
ら
鯵
ケ
沢
町
間
三
・

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
、
本
年
度
か
ら
国

直
轄
事
業
に
よ
る
一
般
国
道

一
〇
一
号

鯵
ケ
沢
道
路
と
し
て
既
に
着
手
さ
れ
て

お
り
、
ご
要
望
の
趣
旨
は
、
整
備
区
間

へ
の
早
期
格
上
げ
で
す
け
れ
ど
も
、
実

質
的
に
は
、
必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
整
備

進
捗
が
図
ら
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

続
い
て
、
国
道
「
」
」
九号
五
所
川
原

北
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、津
軽
自
動

車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
平
成
 

六
年
度
に
工
事
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
度
に
つ
い
て
は
、
津
軽
自
動
車
道

の
仮
称
五
所
川
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
開
通
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
 一
工

区
千
八
百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ

い
て
、
同
時
に
開
通
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
現
在
事
業
を
鋭
意
進
め
て
お
り

ま
す
。
残
る
工
区
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
用
地
取
得
及
び
工
事
の
促
進
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
 

続
い
て
、
三
三
九
号
七
平
バ
イ
パ
ス

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
今

泉
太
田
工
区
一
・
九キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

つ
い
て
、
バ
イ
パ
ス
整
備
に
着
手
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
度
は
中
泊
町
側
で
盛

土
工
事
、
五
所
川
原
市
側
で
は
用
地
測

量
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
って
お
り
、
 

引
き
続
き
地
元
e
協
力
を
得
な
が
ら
整

備
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
 

ま
た
、
脇
元
工
区
に
つ
い
て
は
、
七

平
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
 

主
要
地
方
道
昇
風
山
内真
部
線
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
金
木
工
区
一
・
九

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
終
え
、
現
在
、
 

金
木
工
区
二
百
六
十
六
メ
ー
ト
ル
及
び

喜
良
市
工
区
八
百
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て

整
備
を
進
め
て
お
り
、本
年
度
は
両
工

区
と
も
用
地
取
得
等
の
促
進
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
今
後
と
も
地
元
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
整
備
促
進
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
 

『
つ
く
ね
い
も

1
等
 

特
例
作
物
の
産
地
 

確
立
に
つ
い
て
 

（
継続
）
 

当
市
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
 

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
当
市
の
特
例

作
物
で
あ
る
五
所
川
原
地
域
の
「
つ
く

ね
い
も
」
、
金
木
地
域
の
「
そ
ば
」
、
 

市
浦
地
域
の
「
ト
マ
ト
」
 
に
つ
いて
、
 

そ
の
生
産
振
興
及
び
販
路
開
拓
に
つ
い

て
、
特
段
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答

（
暴
蒜
水
産部
長
）
 

つ
く
ね
い
も
、
そ
ば
及
び
ト
マ
ト
に

つ
い
て
は
、
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議

会
が
水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金
の
加

算
助
成
の
対
象
と
し
て
お
り
、
こ
の
交

付
金
を
効
果
的
に
活
用
し
て
生
産
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
県
が
進
め
る
一
産

地
一
改革
運
動
を
五
所
川
原
市
で
も
強

力
に
展
開
し
、
馬
鈴
薯
を
含
め
た
野
菜

の
生
産
振
興
と
産
地
強
化
に
向
け
た
総

合
的
な
指
導
を
お
こ
な
っ
て
参
り
ま
す
。
 

特
に
つ
く
ね
い
も
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
八
年
度
か
ら
元
気
印
野
菜
産
地
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
、
農
協

が
進
め
る
実
践
団
地
の
設
置
や
生
産

・

出
荷
の
検
討
会
、
栽
培
暦
の
作
成
な
ど

に
よ
る
品
質
・
収量
の
向
上
さ
ら
に
は
、
 
 

販
路
拡
大
に
向
け
た
市
場
調
査
な
ど
の

取
り
組
み
を
五
所
川
原
市
と

一
体
と
な

っ
て
支
援
し
て
お
り
、
今
後
も
産
地
化

の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
販
路
開
拓
に
つ
い

て
は
、
首
都
圏
の
食
の
専
門
家
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
は
じ
め
、
食
べ
方
な
ど

を
P
Rし
な
が
ら
、
県
内
外
で
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
対
面
販
売
や
イ
ベ

ン
ト
で
の
販
売
、
ま
た
県
産
品
総
合
サ

イ
ト
「
青森
の
う
ま
い
も
の
た
ち
」
（
 

の
掲
載
に
よ
る
産
地
及
び
産
品
の
情
報

発
信
な
ど
を
引
き
続
き
支
援
し
て
参
り

ま
す
。
 

最
重
点
事
業
三
件
の
ほ
か
、次
の
と

お
り
重
点
事業
五
件
に
つ
い
て
要
望
し

ま
し
た
。
 

「
青
森
テク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
工
業

団
地
漆
川
へ
の
企
業
誘
致
促
進
に
つ

い
て
」
 

「
電線
類
の
地中
化
の
推
進
に
つ
い
て
」
 

「
十三
湊
安
藤
氏
関
連
の
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
つ
い
て
」
 

「
一
級
河川
岩
木
川
水
系
に
お
け
る
治

水
事
業
の
促
進
に
つ
い
て
」
 

「
東北
新
幹
線
新
青
森
駅
開
業
に
よ
る

西
北
五
地
域
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い

て
」
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一
之
A
長
督
甚
迫
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大
穐
掬》
署
易
惣
細
国

法
務
太
臣
感
謝
状
圏
国
 

『
「
邑
も1
11
0
番
の窒
 

ス
タ
ン
コ「
ツ引

 

「
一
 
南
小

学
校
 

一
  
‘
 南

小
学
校
（
成
田
徹
夫
校
長
）
の
 

2
年
生
と
P
T
A
は
、
七
月
十
四
日
、
 

ふ
れ
あ
い
レ
ク
と
し
て
 
「
こ
ども
1
 

1
0
番
の
家
」
を
廻
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
 

最
近
全
国
で
頻
繁
に
起
き
て
い
る

不
審
者
に
よ
る
声
か
け
事
件
な
ど
、
 

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
心

配
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

登
下
校
時
な
ど
、
怖
い
思
い
を
し

た
と
き
に
駆
け
込
む
こ
と
の
で
き
る
「
こ

ど
も
1
1
0
番
の
家
」
は
、
市
内
に

た
く
さ
ん
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

緊
急
時
に
本
当
に
使
用
で
き
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
今
回
は

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
廻
り
、
 「
こ
 

人
権
擁
護
委
員
を
多
年
歴
任
さ
れ
、
 

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ

れ
た
原
田
信
英
氏
に
対
し
、
そ
の
功

績
を
讃
え
る
法
務
大
臣
よ
り
の
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
伝
達
式
が
七

月
六
日
、
青
森
地
方
法
務
局
五
所
川

原
支
局
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
原
田
さ

ん
は
、
1
0年
の
永
き
に
わ
た
り
人
権

の
啓
発
と
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献

さ
れ
、
数
多
く
の
方
の
相
談
に
応
じ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 

ど
も
1
1
0
番
の
家
」
の
場
所
を
確

認
し
て
い
ま
し
た
。
 

ひ
と
と
お
り
ス
タ
ン
プ
を
集
め
終

っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
 「
い
つ
も
学

校
に
行
く
途
中
に
い
っぱ
い
あ
っ
た
よ
」
 

「
優
し
く
し
て
く
れ
て
、
お
菓
子
を

く
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
」
と
自

慢
げ
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

七
月
十
九
日
、
五
所
川
原
市
交
通
安

全
対
策
協
議
会
（会
長
・
平
山市
長
）
主

催
の
市
民
総
決
起
大
会
が
行
わ
れ
、
約

二
百
人
の
参
加
者
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
交
通
事
故
防
止
を
誓
い
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
市
民
を
代
表
し
て
藤
田

成
陽
さ
ん
が
「子
供
と
高
齢
者
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
必
ず
着
用
。
飲
酒

運
転
は
絶
対
し
な
い
。
タ
暮
れ
時
の
早

め
点
灯
」と
宣
言
。
今
年
は
県
内
で
交

通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
二
十
一
日
か
ら三
十
一
日
ま
で

の
十
一
日
間
、夏
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
広
く
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

柔
道
し
剛
柔
舘
藤
田
道
場
 

全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
の
県

大
会
で
好
成
績
を
お
さ
め
た
剛
柔
舘
藤

田
道
場
の
選
手
と
藤
田
剛
監
督
が
七
月

二
十
日
、
平
山
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
 

県
大
会
で
は
小
学
5

・
6
年
生
に
よ

る
全
8
階
級
中
3
階
級
で
同
道
場
が
優

勝
。
八
月
十
九
日
か
ら
愛
媛
県
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
に
む
け
て
平
山
市
長
は
、
 

「練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
頑
張
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
選
手
の

花
田
大
陣
さ
ん
（
三
輪
小6
年
）
、
成

田
俊
さ
ん

（
長橋
小
5
年
）
、
奈
良
秀

太
朗
さ
ん

（三
輪
小
5
年
）
は
、
 「
試

合
に
集
中
し
、得
意
技
を
か
け
、
優
勝

し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
 

ス
マ
ッシ
昌塊
 

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
出
場
報
告
 

七
月
二
十
日
、
五
所
川
原
市
在
住
の

小
学
生
と
保
育
園
児
計
八
名
は
、
七
月

ニ
十
七
日
か
ら
神
戸
市
で
行
わ
れ
る
全

日
本
卓
球
選
手
権
へ
の
出
場
報
告
の
た

め
に
平
山
市
長
を
訪
ね
ま
し
た
。
 

県
代
表
選
手
の
中
で小
林
朋
美
さ
ん
（
羽

野
木
沢
小
6
年
）
、太
田
あ
す
か
さ
ん
（
黒

石
東
小
6
年
）
、渋
谷
慶
太
郎
君
（栄
小
 

5
年
）
、小
山
内
優
菜
さ
ん（
向
陽小
5
年
）
 

が
ホ
ー
プ
ス
の
部
、工
藤
彩
さ
ん
令
一
輪

小
4
年
）
、工
藤
優
さ
ん
（
南
小4
年
）
、
 

平
山
静香
さ
ん
（
南
小4
年
）
がカ
ブ
の
部
、
 

工
藤
夢
ち
ゃ
ん
（
水
元
保育
園
）
がバ
、
ノ

ビ
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
こ
の
日
の
訪
間
と
な
っ
た
も
の
で
、
 

市
長
は

「
雰
囲気
に
飲
ま
れ
な
い
よ
う
、
 

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

可
 

英
 

一
三
口
 

田
 

原
 

夏
の
劃
通《
蓉県
民
運
動
 

心Wa縄
操
あ
＆
い
御
冨
」網
レ
）で
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パ
冒⑩
姻
轟
漂
泰
属
昌
土

丁
、
 

日
本
画
壇
の
巨
匠
・
伊
東深
水
の
作
品
約
二
百
二
十
点
か
ら
な
る

I
皿・I
ー
 

・I
ー
 

・
 

'

!
 

「
素顔
の
伊
東
深
水
」
展
が
七
月
二
十
六
日
、立
侯
武
多
の
館
2
階
 

」
 
《ー

 ー

ー
 

美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
幕
し
ま
し
た
。
当
市
出
身
で
首
都
圏
在
 
司
”
司

「
」「
1
,
 

住
の
方
々
で
組
織
す
る
「
わ
・
五
所川
原
会
」
会
長
・
山
田
春
雄
氏
 

”
月
 

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
展
示
す
る
も
の
で
、
最
大
の
特
徴
は
、世
に
 

出
さ
れ
た
本
画
（
完
成
画
）
に
加
え
て
原
画

（下
絵
）
が
並
べ
て
あ
 

り
、
素
描
か
ら
完
成
に
至
る
ま
で
の
試
行
錯
誤
が
見
て
と
れ
ま
す
。
 

"
,
1
 
1
 

「
 

プ
 

観
覧
料
…
大
人
3
o
o
円

山
田
氏
の
意
向
に
よ
り

高
校
生
以
下
は
無
料
 

1
0月
2
1日
ま
で
 

善
意
の
花
か
こ
 
脅
 

？
《
 

一
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ござ
い
き
した

、
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
茶
道
裏
千
家
五
所
川
原
和
敬
会

（
江

渡
宗
成
会
長
）
H
一
万
四
千
六
百

八
十
四
円

（
チ
ャリ
テ
ィ
ー
茶
会

」
 

の
益
金
）
。
 

・

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
（
工藤
茂

雄
社
長
）
【寄
贈
（納
豆
五
十
人
分
）
。
 

〇
岩
木
納
豆
本
舗

（
竹
浪了
代
表
取

締
役
）
H
寄
贈
（
納
豆
五
十
人
分
）
。
 

〇
五
所
川
原
理
容
女
性
部
（
新
谷
と

き
部
長
）
n
寄
贈

（
雑
巾百
枚
）
。
一
 

展示を記念し市le寄贈し 
伊東深水の「富士」 

I 
「原画の素描は、化粧をして本画
になる前の『素顔』。生まれたま
まの素直な線から、作家の人格や、 
作品に込めた気持が伝わってきます」 
と話す山田氏 

高き乞葡三ラ）黒御I影石。一表には低ゃし‘、舶 
の―説~末ばてI能漁1なる仁太坊の三味ー” 
線こ」と刻まれている。 

市の観光振興に役立ててくださ如、と声贈 

鷺
響
（
醐
線の
始
祖
り
紀
太
坊

懲
認
薗
珂
か
舞
脅
祝
 

神
岡
口

記
急
碑
を

建
立
 

津
軽
三
味
線
の
始
祖
・
仁
太
坊
（
本名
・
秋
元
仁
太

郎
）
の
生
誕
百
五十
周
年
を
祝
う
記
念
碑
が
、
金
木
地

区
神
原
の
神
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ

ー
前
に

建
立
さ
れ
、
仁
太
坊
の
誕
生
日
で
も
あ
る
七
月
七
日
、
 

地
元
住
民
や
実
行
委員
会

（三
上
正
代
表
）
、
津
軽

三
味
線
愛
好
家
が
参
列
し
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

記
念
碑
の
建
立
は
、
弘
前
市
の
津
軽
三
味
線
研
究

家
大
像
和
雄
さ
ん
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、
実
行
委

員
会
を
中
心
に約
二
百
五
十
人
が
協
力
。
約
ニ
百
万

円
の
寄
付
が集
ま
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
日
夜
に
は
津
軽
三
味
線
会
館
屋
外
ス
テ
 

ー
ジ
で
記
念
ヲ
ノ
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
仁
太
坊
に
始

ま
り
今
に
伝
わ
る
津
軽
一
二
味線
の
音
色
に
観
客
は
酔

い
し
れ
て
い
ま
し
た
。
 

⑥
五
所
川
原
市
・
市
観
光
協
会
・
商

工
会
議
所
へ
 

〇
N
T
T
グ
ル
ー
プ
／
N
T
T
東
日

本
弘
前
支
店
（
吉川
隆
司
支
店
長
）
、
 

N
T
T
東
日
本
ー
青
森
五
所
川
原
 

「備
セ
ン
タ
ー
（
佐
々
木
清
顕
所
長
）
 

H
寄
贈
（
立
侯
武
多
絵
入
り
う
ち

わ
三
千
枚
）
市
・
市
観
光
協
会
・

商
工
会
議
所
へ
各
千
枚
ず
つ
。
 

情
報
欄
と
P
4
の
夏
の
交
通
安
全
県

民
運
動
、
P
5
の
仁
太
坊
記
念
碑
の
記

事
の
編
集
に
は
、
職
業
体
験
の
研
修
を

し
た
小
松
隼
太
さ
ん
（
青森
職
業
能
力

開
発
短
期
大
学
校
2
年
）
が参
加
。
 

感
想
（
小
松）
！民
間
の
会
社
で
は
体

験
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
仕
事
に
臨
む心
構
え
な
ど様
々

学
ぶ
こ
と
が
でき
ま
し
た
。
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市
役
所
（
本庁
舎
・
金
木庁
 

舎
・
市
浦
庁舎
）
の
代
表
電
 

話
番
号
が
統
一
さ
れま
し
た
 

●
I
上
 

旬
 

乏

F
お
知
ら
せ
 

一
【今
月
の
相
談
日
】
 

一
 
各種
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
 

一
 
お気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑨
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
2
0
7
 

●

8
月
9
日
困
 
1
0時

ー
1
2時
 

●

8
月
2
3日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政相
談
委
員
 

⑥
行
政
・人
権
合
同
相
談
 

皿
（5
3)2
1
1
1
 内
線
3
1
0
4
 

●

8
月
2
2日
困
 
1
0時

ー
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
三
会
議
室

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員
 

⑥
人
権
相
談
 

阻
（6
2)2
1
1
1
 内
線
4
0
1
2
 

●

8
月
9
日
困
 
1
0時

、
1
5時
 

市
浦
総
合
支
所
 
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
 

◇
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
 

五
所
川
原
保
健
所
 
健
康
増
進
課
 

m
(3
4)2
1
0
8
献
（3
4)7
5
1
6
 

不
眠
、
憂
う
つ
、
人
間
関
係
が
う

ま
く
い
か
ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お

年
寄
り
の
ひ
ど
い
も
の
忘
れ
な
ど
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

8
月
1
0日
岡
 
1
3時

ー
1
4時

五
所
川
原
保
健
所
 
第
一
相
談室
 

⑥
法
務
局
人
権
相
談
 

凪
（3
4)2
3
3
0
 

●

月
5
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除く
）
 

9
時

ー
1
6時
 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局
 

2
階
 
人
権
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
 

土
曜

開
庁
に
か

わ
り
 

8
月
6
日
か
ら
窓
口
業
務
を

一
時
間
延

長
し

ま
す
 

市
民
課
 
内
線2
2
0
5
 

こ
れ
ま
で
の
土
曜
開
庁
は
7
月
2
8日

を
も
っ
て
終
了
し
、
8
月
6
日
囲
か
ら

新
た
に
市
民
課
窓
口
業
務
を
時
間
延
長

し
ま
す
。
 

◆
市
民
課
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
を
毎

週
月
曜
日
（
当
該
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
日
）
行
い
ま
す
。
 

◆
延
長
時
間
は
、
午
後
5
時
1
5分
か
ら

午
後
6
時
ま
で
で
す
。
 

◆
延
長
時
の
業
務
は
、
住
民
票
の
写
し

の
交
付
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
等

各
種
証
明
、
印
鑑
証
明
書
の
交付
（
カ
 

ー
ド
持
参
の
み
）
の
ほ
か
、戸
籍
（
除

籍
）
謄
抄
本
の
写
し
の
交
付
を
行
い

ま
す
。
 

◆
婚
姻
届
や
死
亡
届
等
の
戸
籍届
書
の

受
付
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
宿
直
室

で
対
応
し
ま
す
。
 

※
来
庁
の
際
は
、
一
般
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

市
役
所
で
は
、
ひ
か
り
電
話
導
入
に

よ
り
8
月
1
日
か
ら
、
市
民
の
皆
様
か

ら
い
た
だ
い
た
お
電
話
は
、
い
っ
た
ん

市
役
所
本
庁
舎
の
電
話
交換
手
を
通
し

て
金
木
庁
舎
、
市
浦
庁
舎
、
各
課
へ
つ

な
が
り
ま
す
。
市
役
所
（
本
庁
舎
・
金

木
庁
舎
・
市
浦庁
舎
）
に
ご
用
の
方
は
、
 

m
(3
5)
2
1
11
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。
 

へ
 

施
琴
第
誌

乳
 
m
所
知
 m
 

か
渦
 
市
5
の
支
3
 
5
支
2
 
5
 

彫
話
一
原
3
来
合
5
→
3
合
6
→
3
 

n
露
 
川
孔
従
総
1
 
1
総
工
 
止
 

綴
哩
扇
正

花
」
正
正
 

r
 個

人
事業
税
の
納
付
につ
り
「
 

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課
 

皿
（3
4)
21
1
1
 
内
線
2
0
8
 

地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
た
事
業
を
営

む
個
人
で
、
一
定以
上
の
所
得
が
あ
る

方
に
は
、
県
税
で
あ
る
個
人
事
業
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
8
月
中
旬
に
お
送
り

す
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
8
月
末
日

と
1
1月
末
日
の
二
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
近
く
の
金
融
機

関
な
ど
で
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

●

第

一
期
の
納
期
限
 
8
月
3
1日
国
 

家
庭
福
祉
課
から
お
知
ら
せ
 

児
童
家
庭
係
 
内
線

2
2
49
 

金
木
総
合
支
所
 
保
険
福
祉
係
 

内
線
3
1
1
3
 

市
浦
総
合
支
所
 
保
険
福
祉
係
 

内
線
4
0
3
4
 

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
 

の
提
出
 

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
の
方
 

（
「児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」の
用
紙
を

送
付
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
届
出
は
所

得
額

・
受給
資
格
等
を
確
認
す
る
た
め

毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
 

必
要
事
項
を
記
入
し
添
付
書
類
を
確
認

の
っ
え
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
8
月
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

◇
提
出
書
類
 
通
知
文
書
に
記
載
 

◇
提
出
期
間
 
8
月
1
日
困
5
3
1日
囲

※
土
日
を
除
く
 

◇
受
付
場
所
 

市
役
所
家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係

金
木
総
合
支
所
保
険
福
祉
係

市
浦
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
 

状
況
届
の
提
出
 

こ
の
届
出
は
所
得
額
・
受
給
資
格
等
を

確
認
す
る
た
め
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
添

付
書
類
を
確
認
の
う
え
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
 

8
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

◇
提
出
書
類
 
通
知
文
書
に
記
載

◇
提
出
期
間
 
8
月
1
3日
囲
、
9
月
 

1
0日
囲
 
※
土
日
を
除く
 

◇
受
付
場
所
 

市
役
所
家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係

金
木
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
 

市
浦
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
 

特
別
児
童扶
養
手
当
の
制
度
 

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
 

2
0歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
の
制
度
で
す
。
 

●

支
給
要
件
 
日
本
国
内
に
住
所
が
あ

り
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
中
度
以
上

の
障
害
を
有
す
る
児
童
を
監
護
し
て

い
る
父
、
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
変
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
で
、
県
が
認
定
し
た
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
（
所
得
制
限あ
り
）
 

●

申
請
手
続
き
 

戸
籍
謄
本
、
住
民
票
、
所
得
等
証
明
 

書
、
診
断
書
等
が
必
要
で
す
。
 

●

手
当
額
 

・

重
度
障
害
児
の
場
合
 

L
 

●
 

●
 
●
 

特
別
児
童
扶
養
手当
の
受
給
資
格
者
 

1
人
に
つ
き
月
額
 
5
o
7
5
0
円
 

の
方
へ
 「特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
 

・
中
度障
害
児
の
場
合
 

況
届
」
の
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
 

1
人
に
つ
き
月
額
 
m
m
8
0
0
円
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あ
お
も
り
 

U
J
I
タ
ー
ンフ
ェア
 

青
森
県
商
工
労
働
部
労
政
・
能
力
 

開
発
課
 
m
ロ
1
フ
（7
34
)9
3
9
8
 

故
郷
に
U
タ
ー
ン
し
た
い
力
、
祖
父

母
の
出
身
地
に
I
タ
ー
ン
を
し
た
い
方

な
ど
、
県
内
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る

方
と
県
内
企
業
の
面
接
相
談
会
「
あ
お

も
り
U
J
I
タ
ー
ン
フ
エ
ア
」
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
 

●

8
月
1
2日
⑩
 
1
3時

5
1
6時

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
（
青
森
市
）
 

一
意
見
交
換
会
 参
加
者
募
集
 

「
け
っば
る
べ
し

ー
 

お
ら
だ
ぢ
の
農
業
」
 

市
農
業
委
員
会
 
内
線
2
4
4
2
 

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●
開
催
時
間
 
1
9時

5
（約
9
0分
間
）
 

◇
テ
ー
マ
 
「
国・
県
の
補
助
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
」
 
「
産地
づ
く
り
交

付
金
に
つ
い
て
」
 
他
 

地
区
計
画
の
変
更
に
関
す
る

図
書
の
縦
覧
に
つ
い
て
 

都
市
計
画
課
 内
線
2
3
2
3
 

は
る
に
れ
団
地
地
区
司
画
が
変
史
さ
 

れ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係
図
書
を
 

縦
覧
し
ま
す
。
 

※
現
在
分
譲
中の
地
区
は
変
更
あ
り
ま
 

せ
ん
。
 

◇
縦
覧
図
書
 

総
括
図
、
計
画
図
、
計
画
書
 

◇
縦
覧
場
所
 
建
設
部
都
市
計
画
課
 

◇
縦
覧
時
間
 

8
時
3
0分

5
1
7時
1
5分

（
閉庁
日
 

を
除
く
）
 

子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て

支
援
団
体
の
学
習
会
等
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す
ー
 

青
森
県
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
 

m
o
l
7
(7
3
2
)l
o
l
1
 

◇
対
象
グ
ル
ー
プ
 

1
0名
以
上
の
会
員
が
い
る
子
育
て

サ
ー
ク
ル
ま
た
は
子
育
て
支
援
団
体

◇
対
象
事
業
 

参
加
予
定
者
が
1
0名
以
上
の
子
育

て
や
子
育
て
支
援
の
た
め
の
学
習
会

や
講
演
会
等
 

◇
応
募
方
法
 

電
話
等
に
よ
り
、
事
前
相
談
後
事
業

実
施
1
カ
月
前
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

開催場所は地区別ですが、地区外の
方も参加できます。 

月 	日 地 区 開催場所 

8月 10日 
岡 

日
J
  

毘長
 
沙

富
 

毘沙門・長富
コミュニテイ
センター 

21日 
(刈 

梅沢 
梅沢コミュニ
テイセンター 

28 日 
(N 嘉瀬 

嘉瀬コミコ一ニ
テイ消防セン
ター 

9 月 5 日 
困 

金木 金木公民館 

一
 

農
産
物
加
工
品
直
売
ハF
 

五
所
川
原
市
農
産物
加
工
セ
ン
タ

ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
林
水
産
課
 
内
線

2
3
5
5
 

国
保
年
金
課
から
お
知
ら
せ

闘

民
年
金
係
内
線
昌
1
1
5昌

1
3
 

第

2
回
年
金
相
談
（
臨
時窓
ロ
）
 

開
設
の
こ
案
内
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
年
金

記
録
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
2
2日
困
 

1
0時

5
1
5時
 

五
所
川
原
商
工
会
議所
2
階
B
会
議
室
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

・

年
金
手
帳
（
基礎
年
金
番
号
通
知
書
）
 

ま
た
は
年
金
証
書
 

・

印
鑑
 

・

身
分
証
明
書
（
免
許証
、
保
険
証
等
）
 

・

委
任
状
（
代
理
人の
場
合
）
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
 

は
便
利
な
口
座
振
替
で

ー
 

口
座
振
替
で
国民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
と
、
指
定
し
た
口
座
か
ら
毎
月
自

動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
手
間
や

時
間
が
省
け
て
納
め
忘
れ
が
な
く
、
便

利
・
安
心
・
確
実
で
す
。
 

口
座
振
替
で
の
ー
カ
月
毎
の
お
支
払

い
な
ら
、
そ
の
月
の
保
険
料
を
同
月
の

末
日
に
引
き
落
と
す
早
割
制
度
を
利
用

す
る
と
月
額
5
0円
の
割
引
に
な
り
お

得
で
す
（
※
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け

て
い
る
方
は
早
割
制
度
を
ご
利
用
で
き
 
 ま

せ
ん
）
。
 

ま
た
、
口
座
振
替
で
前
納
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
一
年
分
前納
で
は
3
5
 

5
0
円
割
引
、
6
カ
月
前
納
で
は
9
6
 

0
円
割
引
さ
れ
ま
す
。
今
な
ら
平
成
1
9
 

年
1
0月
か
ら
平
成
2
0年
3
月
ま
で
の
6
 

カ
月
分
の
口
座
振
替
で
の
前
納
を
ご
利

用
で
き
ま
す
（
※
現
金
で
前
納
さ
れ
る

場
合
は
、
 一
年
分

・
6
カ
月
分
以
外
に
、
 

翌
年
3
月
分
ま
で
の
期
間
の
前
納
も
可

能
で
す
）
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

・

年
金
手
帳
や
納
付
書
（
基
礎
年
金番

号
の
分
か
る
も
の
）
 ・

預
貯
金
通
帳
 

・

金
融
機
関
へ
の
届
出
印
 

・

口
座
振
替
納
付
申
出
書
（
市
役
所
・

各
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
弘
前
社

会
保
険
事
務
所
）
 

◇
届
出
先
 
弘
前
社
会
保
険
事
務
所
ま

た
は
指
定
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
や

郵
便
局
 

●

8
月
2
2日
困
 

1
2時

、
1
2時
4
5分

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
梅
潰
け
、
豆
腐
、
み

そ
、
漬
け
物
な
ど
手
作
り
の
加
工
品

や
そ
ば
粉
な
ど
 

「
熊
本
県
大雨
災
害
義
 

援
金
」
 

「
平
成1
9年
新
潟
県
中
 

越
沖
地
震
義
援
金
」
 

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
 

保
護
福
祉
課
 内
線
2
2
9
0
 

目
本
赤
ト
字
利
で
は
、
次
の
と
お
り

義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
しま
す
。
な
お
、
 

郵
便
局
窓
口
で
の
取
扱
い
の
場
合
は
、
 

振
替
手
数
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

熊
本
県
大
雨災
害
義
援
金
 

◇
募
集
期
間
 
8
月
1
0目

師
ま
で

◇
ロ
座
名
義
 

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部

◇
口
座
番
号
 

0
1
9
O
O
10

1
9
9
 

※
通
信
欄
に
「
熊
本
県
大
雨
災
害
義
援

金
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
9
年
新
潟
県
 

中
越
沖
地
震
義
援
金
 

◇
募
集
期
間
 
2
0年
1
月
1
6日
氷
ま
で
 

◇
口
座
名
義
 

日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
 

◇
口
座
番
号
 

0
0
5
1
0
1
5
1
2
6
 

※
通
信
欄
に
「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」
 

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュー
ジ
ッ
ク
 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

か
な
ぎ
マ
ナ
ビ

ー
実
行
委
員
会
 

（教
育
委
員
会
生涯
学
習
課
内
）
 

内
線
3
3
2
2
 

嘉
瀬
の
奴
踊
り
、
オ
ヤ
ジ
バ
ン
ド

や
コ
ー
ラ
ス
、
立
侵
武
多
踊
り
、
登

山
唯
子
の
ほ
か
、
子
ど
も
達
に
よ
る

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
津
軽
三
味
線
、
ね

ぷ
た
運
行
も
あ
る
よ
。
「大
館
曲
げ
わ

っ
ぱ
太
鼓
」
も
ゲス
ト
で
来
る
よ
H
 

●

8
月
1
2日
⑩
 
開
場
1
6時
 

開
演
1
7時
 
（
入
場
無
料
）
 

津
軽
三
味
線
会
館
屋
外
ス
テ
ー
ジ

・
 

（
雨
天
時は
金
木
小
学
校
体
育
館
）
 

「
奥
津
軽
の魅
力
発
見
ー
」
 

体
験
団

員
募

集
 

五
所
川
原
青
年
会
議
所
 

皿
（3
5)4
0
4
9
 

奥
津
軽
の
良
さ
を
改
め
て
実
感
し
、
 

郷
土
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
発
見
し
よ
う
。
 

●

8
月
2
5日
田
5
2
6日
回
 

1
日
目
…
岩
木
山
登
山

・
長
平
旅
 

行
村
キ
ャ
ン
プ
 

2
日
目
…
長
平
旅
行
村
に
て
歴
史
 

講
座
体
験
 

◇
対
象
 
小
学
校
4
年
生
以
上
 

◇
参
加
費
 
1
0
00
円
（
保
険料
込
）
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
1
0日
 
ま
た
は
 

定
員
l
o
o
名
に
な
り
次
第
締
切
 

立
伎
武
多
 イ
ン
タ
ー
ネ
ット

ラ
イ
ブ
中
継
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

皿
（
3
7)3
2
0
1
 

“今
年
の
立
侵
武
多
は
 

自
宅
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
ー
一

情
報
技
術
科
の
実
習
の
一
貫
と
し
て

行
っ
て
い
る
ラ
イ
ブ
中
継
を
、
今
年
は
 

4
倍
の
画
質
と
ス
テ
レ
オ
に
よ
る
中
継
。
 

●

8
月
4
日
旧
、
8
日
困
1
9時

5
2
1時
 

昌

【httpミ
園
『

・g
o
s
y
og
a「a
r
a
j
n
fo、
tn
ep
u
t
ミ
 一

  

警
察
官
B
・
職
員初
級
一
 

青
森
県
人
事
委
員
会
及
び
青
森
県
警
 

察
本
部
で
は
、
警
察
官
B
、
職
員
初
級
 

（
警察
事
務
）
の採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
 

◇
受
付
期
間
 
8
月
6
日
囲
、
3
1日
国
 

◇

一
次
試験
 
9
月
2
3日
⑩
 

◇
試
験
場
所
 

占
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
 

◇
採
用
職
種
・
人
数
 

警
察
官
B
（男
性
）
 
 
2
8人
程
度
 

警
察
官
B
（
女性
）
 
 
2

人
程
度
 

職
員
初
級
（
警察
事
務
）
 
 
1
0人
程
度
 

◇
受
験
資
格
 

・警
察
官
B
…
昭
和
5
3年
4
月
2
日
か

ら
平
成
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

（
た
だ
し
、大
学
卒
業
者
及
 

一
（
警
察
事務
）
募
集
 

五
所
川
原
警
察
署
  
ー
 

皿
（
3
5)2
1
4
1
 

消
費
者
被
害
が
 

増
え
て
い
ま
す
ー
 

青
森
県
環
境
生
活部
県
民
生
活
文化
課
 

m
o
l
7
(7
3
4
)9
2
0
6
 

献
o
l
7
(7
3
4
)8
0
4
6
 

五
所
川
原
市
商
工
観
光
課
 

m
(3
5)2
1
1
1
 内
線2
3
8
4
 

献
（3
9)l
o
9
3
 

五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
 

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お知
ら
せ
 

皿
（3
4)8
8
4
4
 

金
木
事
務
所を
開
設
 

金
木
総
合
支
所
と
喜
良
市
に
あ
っ
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
窓
口
を
廃
止

し
、
7
月
か
ら
旧
水
道
事
業
所
金
木
出

張
所
に
金
木
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
 

仕
事
の
依
頼
や
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会

申
込
等
は
こ
ち
ら
の
事
務
所
で
も
取
り

扱
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●

窓
口
時
間
 
月
、
金
曜
日
（
土
、
日
、
 

祝
祭
日
を
除
く
）
9
時
3
0分

、
1
6時
 

m
・
臓
（5
3)
3
0
1
2
 
ま
た
は

五
所
川
原
市
役
所
m
(3
5)
2
 
 『1

 1→
1上

内
線
3
1
2
3・
3
1
2
4
 

講
座
・
研
修
の
こ案
内
 

介
護
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
（
無
料
）
 

〇
s
月
1
7日
卿
、
2
9日
困
 

全
5
日
間
 
（2
2時
間
）
 

働
く
婦
人
の
家
 

◇
締
切
り
 
8
月
1
5日
困
 
定
員
2
5名
 

介
護
員
養
成
研
修
2
級
課
程
（
無
料
）
 

●

8
月
3
0日
困
5
1
0月
3
1日
困
 

全
2
7日
間
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
締
切
り
 
8
月
2
4日
岡
 
定
員
2
5名

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
に
お
間
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

将
来
の
生
活
に
不
安
を
抱
く
高
齢
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
様
々
な
名
目
で
投

資
を
し
な
い
か
と
勧
誘
し
て
い
る
情
報

が
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

不
用
意
な
投
資
な
ど
は
せ
ず
、
「絶

対
に
儲
か
る
話
は
な
い
」
と
日
頃
か
ら

肝
に
銘
じ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

●

事
例
 

◇
相
談
内
容
 
友
人
か
ら
投
資
話
を
持

ち
か
け
ら
れ
、
友
人
を
信
じ
て
投
資

を
し
た
。
数
力
月
後
に
配
当
金
が
振

り
込
ま
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
不
審

に
思
い
投
資
会
社
へ
電
話
し
た
ら
、
 

連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
 

◇
ポ
イ
ン
ト
 
被
害
金
額
が
高
く
、
ま

た
編
さ
れ
た
こ
と
に
気
付
く
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
被
害
の

拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
が
困
難
。
 

◇
対
策
 
「
絶
対
にも
う
か
る
」
「
高
配

当
」
な
ど
の
甘
い
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、内
容
が
理
解
で

き
な
い
投
資
に
は
手
を出
さ
な
い
。
 
 

び
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
）
。
 

・

職
員
初
級
…
昭
和
6
1年
4
月
2
日
か

ら
平
成
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。
 

※
な
お
、
警
察
官
B
（男
性
）
を
希
望

す
る
方
は
警
視
庁
、
埼
玉
県
、
千
葉

県
、
神
奈
川
県
及
び
静
岡
県
の
警
察

官
を
同
時
に
受
験
で
き
ま
す
。
 

県
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
 

入
居
者
募

集
 

（県
営
住
宅
等
指
定
管
理
者
）株
式
会
 

社
サ
ン
・
コ
ー
ポ
レー
シ
ョ
ン
住
宅
 

管
理
係
 

皿
（3
8)3
1
8
1
 

◇
募
集
住
戸
（③
は
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）
 

①
松
島
団
地
 鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

2
D
K…
1
一1
1
 

②
新
宮
団
地
 
木
造
3
L
D
K

…
1
戸

③
新
宮
団
地
 
木
造
3
L
D
K

…
1
一”
 

※
申
込
者
及
び
同
居
予
定
者
数
の
合
計

は
、
2
D
K
は
2
人
以
上
、
3
L
D
 

K
は
3
人
以
上
で
す
。
 

◇
募
集
期
間
 
8
月
1
0日
固
（
土
・
日
、
 

祝
祭
目
を
除
く
）
 
③
は随
時
募
集

◇
家
賃

（
所
得
金
額に
応
じ
決
定
）
 

①
1
87
oo
円
5
4
1
lo
o円
程
度

②
2
4
6o
o円
5
54
l
o
o円
程
度

③
5
8
oo
o円
 

※
駐
車
場
は
1
住
戸
に
つ
き
1
台
で
す
。
 

駐
車
料
金
は
家
賃
と
は
別
に
微
収
し

ま
す
。
駐
車
場
の
除
雪
は
入
居
者
の

皆
さ
ん
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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嗣
屍
サ

伯
」
シ
 

あ

す
な

ろ
写
真
展
 

フ
ォ
ト
グ
ル
ー
プ
あ
す
な
ろ
 

'

m
(5
2)2
4
8
3
 
藤
元
 

金
木
地
区
の
写
真
愛
好
者
1
8名
の
写

真
を
一
堂
に
展示
し
ま
す
。
 

●

8
月
1
1日
田
、
1
4日
因
 

金
木
公
民
館
ロ
ビ
ー
（
入
場
無
料
）
 

各
種
技
能
講

習
会
 

（社
）西
北
労働
基
準
協
会
 

m
(3
5)6
3
3
6
 

① 
玉 

掛 

つ
り
上
げ荷
重
1
ブ
以
上
の
玉
掛
業
務
 

●

8
月
路
日
因

5
3
0日困
 
9
時

、
1
7時

※
資
格
や
経
験
に
よ
り
、
受
講
の
一
部
 

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

詳
細
は
協
会
ま
で
。
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方

◇
受
講
料
 

一
部免
除
な
し
 
N
N
o
o
o円

一
部
免
除
あり
 
1
9
0
0
0円

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
1日
因
か
定
員
5
0
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

②
小
型
移
動
式ク
レ
ー
ン
運
転
 

③
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
運
転
 

最
大
荷
重
1
い
以
上
の
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
 

ト
の
運
転
業
務
 

●

9
月
3
日
囲
1
9
月
6
日
困
 

8
時
4
0分

5
1
8時
 

（
た
だ
し
、大
型
特
殊
免
許
所
有
者
は
 

2
日
間
だ
け
の
受
講
）
 

◇
受
講
資
格
 

大
型
特
殊
、
大
型
・
中
型
・
普
通
自
 

動
車
免
許
い
ず
れ
か
の
所
有
者
 

◇
受
講
料
 

①
大
型
・
普
通
自
動
車
免
許の
 

所
有
者
 

3
1
4
7
0
円
 

②
大
型
特
殊
自
動
車
（
カ
タ
ピ
ラ
限
 

定
付
き
を
除
く
）
免
許
の
所
有
者
 

1
3
4
7
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
7日
囲
か
定
員
5
0
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

五
所
川
原
市
国
際
交
流

市
民
の
会
 
夏
の
交
流
会
 

阻
・
献
（
3
4)2
9
2
0
 古
川
 

日
本
そ
ば
を
つ
く
り
、
ゲ
ス
ト
の
外

国
人
と
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
ま
せ
ん

か
。
先
着
1
5名
。
 

子
供
ね
ぶ
た
運
行
 

参
加
者
募

集
 

働
金
木
あ
す
な
ろ
商
店会
 

m
(5
2)2
8
7
8
 

交
通
安
全
を
願
い
、
子
ど
も
達
に
よ

る
ね
ぶ
た
運
行
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

8
月
1
2日
回

（
集合
）
金
木総
合
支
 

所
1
9時

（
出
発）
1
9時
3
0分
 

◇
運
行
経
路
 
金
木
町
一
周
 

※
参
加
無
料
。
対
象
は
小
学
生
以
下
。
 

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
無
料
講
座
 

N
Po
法
人
ふ
れあ
い
ネ
ッ
ト五
所
川
原
 

凪
o
8
0
(5
5
51
)8
l
o
o
 

m
吉
m
一一
 n
p
o

・f
u
r
e
ain
e
t
・
忠e
Z
w
e
b

・n
e
j
p
 

●

1
1月
2
5日
回
 

1
0時

5
1
5時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
定
員
 
2
0名
（6
0才
以
上
の
方
）
 

◇
受
講
料
・
教
材
費
 無
料
 

＊
昼
食
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

放
送
大
学
1
0月
入
学
生
募
集
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
 

m
o
l
7
2
(3
8)0
5
oo
 

h
t
tp
】
ミ
w
w
w・
に
ー①
一「

・m
o・
」ロ
 

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に

よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す

働
き
な
が
ら
学
び
た
い
、
生
涯
学
習
に

興
味
が
あ
る
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
、
 

幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
 

●

募
集
学
生
の
種
類
 

教
養
学

部
 

・

科
目
履
修
生
（6
カ
月
在
学
し
、
パ
布

望
す
る
科
目
を
履
修
）
 

・

選
科
履
修
生
（1
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）
 

・

全
科
履
修
生
（4
年
以
上
在
学
し
、
 

学
士
の
学
位
の
習
得
を
目
指
す
）
 

大
学
院
 

・

修
士
科
目
生
（6
カ
月
h
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）
 

・

修
士
選
科
生
（1
年
間
在
学
し
、
＼
布
 

望
す
る
科
目
を
履
修
）
 

◇
受
付
期
限
 
8
月
1
5日
困
 

◇
資
料
請
求
・
お
問
合
せ
先
 

〒
o
3
61
85
6o
 弘
前
市
文
京
町
 

1
 
弘
前
大
学
5
0周
年
記
念
会
館
内
 

市
医
療
技
術
職
員
採
用
試
験
 

西
北
中
央
病
院
管
理
課
庶
務
係
 

皿
（3
5)3
1
1
1
 内
線
2
7
9
 

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
 

第
3
回
五
所
川
原
立
侵
武
多
 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

囲
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

事
務
局
 

m
(3
8)1
5
1
5
 

あ
な
た
の
カ
メ
ラ
で
立
侵
武
多
の
魅

力
と
感
動
を
写
し
ま
せ
ん
か
。
 

◇
テ
ー
マ
 
2
0
0
7
年
の
立
侵
武
多

を
撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。
 

◇
サ
イ
ズ
 
カ
ラ
ー
ワ
イ
ド
四
ッ
切
り

◇
賞
 
金
賞
1
点

（5
万
円
と
副
賞
）
、
 

銀
賞
2
点
（
2
万
円
と
副
賞
）
、
銅

賞
3
点
（
1
万
円
と
副
賞
）
、
入
選
 

1
0点
（
副
賞
）
、
佳
作
3
0点
程

（
副

賞
）
、
特
別
賞
3
点

（5
千
円
）
 

◇
応
募
方
法
 
9
月
1
4日
岡
必
着
で
タ

イ
ト
ル
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
 

×
 
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
 

撮
影
日
を
記
入
し
た
応
募
用
紙
を
写

真
裏
面
に
貼
り
送
付
、
ま
た
は
持
参
。
 

◇
そ
の
他
 
写
真
展
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
 

入
賞
者
は
原
板
を
提
出
の
こ
と
。
入
 

×
 

つ
り
上
げ
1
ブ
以
上
5
ブ
未
満
の
業
務
 
●

8
月
2
6日
同
 
1
0時

、
1
5時
 

●

8
月
2
1日因
、
器
日
困
 9
時
5
1
7時
 

中
央
公
民
館
 
調
理
室
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方
 

◇
内
容
 
そ
ば
づ
く
り
の
体
験
をと
お
 

◇
受
講
料
 
2
7
7
0
0
円
 

し
て
楽
し
く
交
流
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
1
6日
困
か
定
員
4
0
 ◇
参
加
費
 
1
o
o
o
円
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
1
0日
国
 

薬
剤
師
 
2
名
程
度
 

賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し

診
療
放
射
線
技
師
 
2
名
程
度
 

ま
す
。
ま
た
、
P
R

、
パ
ン
フ
レ
ッ
 

看
護
師

・
助
産
師
 
1
0名
程
度
 

ト
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。
 

◇
試
験
 
8
月
3
0日
困
 
1
0時
3
0分
 

◇
発
表
 
9
月
（
予
定
）
入
賞
者
に
直
 

西
北
中
央
病
院
c
棟
2
階
大
会
議
室
 

接
通
知
し
ま
す
。
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
1
8日
田
 

◇
お
問
い
合
せ

・
応
募
作
品
送
り
先
 

※
受
験
資
格
、
受
験
手
続
な
ど
詳
細
は
 

m
五
所
川
原
市
観
光
協
会
事
務
局
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

〒
o
3
7
1
8
6
8
6
 

ht
tp
ミ
ww
ws
e一ho
ku
~
h
o
sp・c
o
m
、
 
五

所
川
原
市
字
岩
木
町1
2番
地
 

9 平成 19年 8月 1 日 五所川原市役所 合35- 2111 



長者森墓地へ／ 

 

時I快を運行します 

  

都市計画課 内線2323 

◇運行経路（各停留所停車） 

営業所ー駅前一松島町5丁目一長者森墓地 

◇料金 営業所より350円、駅前より330円 

松島団地より210円 

◇運行経路（各停留所停車） 

営業所ー駅前ー松島団地ー長者森墓地 

月 	日 営業所発 駅前発 松島5丁目発 墓地着 墓地発 

8/13(1!) 11:00 
14 : 00 

11 
14 
:15 
:15 

11: 
14 : 

25 
25 

11: 
14 : 

40 
40 

.
 
.
 
.
 
.
 

 

。
乙
にJ
 

1
1
  

1
1
 
0

0
  8/140') 16 : 00 16 :15 16 : 25 16 : 40 17 :10 

8/15(7K) 16 : 00 16 :15 16: 25 16 : 40 17 :10 

8/20(1!) 14 : 00 14 :15 14 : 25 14 : 40 15 :10 

◇お願い 自家用車等ご利用の方は、通行の妨げと

なりますので、道路に駐・停車せずに管理棟脇の

駐車場に駐車してくださるようお願いします。 

． 	また、お供え物やゴミなどは各自必ず持ち帰る

ようお願いします。 

図書館からのお知らせ TEL 34-4334 

◆ケータイ蔵書検索サービス開始 

携帯電話から図書館の蔵書を検索

できるサービスが始まりました。 

右記のQRコードを読み取るか、 

もしくは直接URLを入力してご利

用ください。 

http://goshogawara-Iib.com/iIiswing/we/opaci/kensaku.jsp  

◆本の寄贈をお願いします パート2 

～その雑誌、捨てちゃうんですか？編～ 

先月お願いした結果、さっそく数名の方から本のご

寄贈をいただきました。本当にありがとうございます。 

一 さて、今回は雑誌の寄贈をお願いしたく、またまた 

’ 恥を忍んでお願いにあがりました。月刊誌など新し

い号が出たら先月号を捨ててしまう方、ちょっと待

った！ぜひ寄贈してください。実際「文撃界」や「E 
SSE」 などは寄贈されたものをみなさんに提供し

ています。捨てればゴミでもみんなで共有すれば宝

物になります。文芸、コンピュータ、ファッション、 

スポーツ等々、ジャンルは問いません（グラビア写

真などが載ってるのは無理ですが）。みなさんどうぞ、 

よろしくお願いします。 

開館時間 8月の休館日 

五所川原市立図書館 
TEL34 -4334 

9時 30分～ 18時 
（土ー日は 17時まで） 

毎週月曜日 
16日内 

伊藤忠吉記念図書館 
TEL53 一3049 9時 30分～ 17時 

館
  

八
万

1
1
 

 

市
T
E
 
6
 

浦
2
-
 

〔
ノ」
 
 

9時 30分～ 17時 
毎週土・日曜日 
16日内 

※その他、展示や図書案内などホームページでもご確

認ください。httpゾノwww.goshogawara-Iib.com  

~●う●電毛喜雫子勝素認愛矩~ 

「くらしと趣味の教室」講座案内

へ、圏囲園圏幽園園園◆ 
●対象 五所川原市内に住所を有する方、または、 

勤務先がある方なら年齢・性別を問わず、どなた

でも受講出来ます。 

●時間 18時30分～20時30分 毎週1回 計9回実施

※受講無料ですが講座内容により教材費が必要なも

のもありますので、勤労青少年ホームにお問い合

わせください。 

●申込締切日 8月24日国 

●申込先 五所川原市勤労青少年ホーム 

TEL34-3602 

講座（教室）名 案 	内 期間（後期〕 定員 講師名 

はがき絵 

受け取る人の笑顔を想
いながら、心のこもっ
たはがき絵を書いてみ
ませんか。 

9/4-
10/30 (k) 

10 角田早津子 

陶芸 
土に親しみ自分だけの
オリジナル作品を作り
ませんか。 

9/5-
10/31 (7K) 

15 秋元雅博 

茶道 

堅苦しいと思っていま
せんか？先生とテイー 
タイムを楽しんでみて
はいかがでしよう。 

9/5-
10/31 (7K) 

15 ー戸次江 

編物 
おしゃべりしながら楽
しく手編みの作品を作
ります。 

9/5-
10/31 (7K) 

15 島村恵美子 

いけばな 
古風にもモダンにも生
活空間に合わせて活け
てみてください。 

9/6-
11/ 1(7K) 

15 斎藤啓子 

筆ペン字 
香典やのし袋など…日
常生活で大いに役立ち
ます。 

9/6-
11/ 1(7K) 

20 角田早津子 

着付け
組ひも 

初歩から訪問着までの
着付けを楽しく学びな
がら着物の良さを知る
ことができます。 

9/7-
11/ 2岡 

15 鶴谷公美子 

×
公民飼か5⑩お知5せノ 
屯央公民繊 TEL35-6056 

★家族で映画を楽しむ会 ～a月 

・8月25日し日 10時～11時30分（入場無料） 

2階 視聴覚室 

金木公民館 
	

1EL53-358 1 

★「太宰を語る（月例）会」 

◇8月15日困 19時～ 金木公民館（イス席） 

1．「太宰治への旅」 

・作品『女生徒』～自意識のドラマ～ 

2．教科書と太宰文学 

・中学校国語教科書掲載作品 

・高等学校国語教科書掲載作品 

・それぞれの傾向 

3. 小野正文先生について 

★アニメ映画上映会 

◇8月 3日～22日の毎週水曜日と金曜日 

9時30分～11時30分 

◇「グリム名作劇場」・「盲導犬クィールの一生」・「日 

本昔ばなし」ほか 

五所川原市役所 公35- 2111 平成 19年 8月 1日 10 



子育ては地域のみん右の手こ二！ 

五所川原市 

フアミリーサポートセンター 

活動紹介 

『ずぎやまこ訊●ちがやってき紀ね 

ル3日（土）磐男男鷲世ル30 開場18:00 開演18 】30 
オルテンシア 大ホール 

◇全席指定 

S席 3.000円 

A席 1, 500円 

◇前売り開始 

9月4日（火） 

☆対象・・生後 3 -90刀一月未満の市内に住所を有する

乳幼児 

対象地区 接種日 実施場所／受付時間 

松島地区、長橋、みどり町、 
毘沙門、長富、中川 

9月 7 日囲 

生き活きセンター 
12 : 30~ 12 : 45 

南小学区、三好、七和、 
飯詰 

9月 13日困 

五小学区、松島町、梅沢 9月 21日囲 

栄 9月 28日圏 

金 木 9月 14 日圏 
保健センター金木 
13 : 00 - 	13 : 30 

市 浦 9月 19日困 保健センター市浦 
12 : 45~ 13 : 00 

★持参するもの・・・母子手帳と記入した予診票（白色） 

をお持ちください。 
【注意事項】 ①お子様の体調はいいですか。対象

地区の日に接種できなくても他の地区でも接種可

能です。事前に健康推進課（TEL35-21 11内線2222) 
または保健センター市浦（TEL27-7733) までお知

らせください。当日はお子さんの健康状態をよく

知っている方がお連れください。 

②ほかの予防接種との接種間隔は大丈夫ですか。事

前に予防接種説明書（五所川原市こども健康手帳） 

をよく読んでおきましよう。 

※次回は 4月実施予定です。  

ようこそ『わくわく☆ピース』のお話の世界へ！! 
まだ会員登録をしていない方の参加も大歓迎。 

■日時・・・9月5日（水） 10時～12時 

■講師…ボランティアサークル 

わくわく☆ピースの皆さん 

■内容・・・手遊びと楽しい読み聞かせ。親子ー緒

に遊んじゃおう！事例発表もあります。 
■場所・・・働く婦人の家 
■申込締切‘・・9月4日（尖） 
■申込み・問合せ先 正L35-8953 随時会員募集 

芽動霧農児Iアからのお矢 

    

 

喝曽 

  

  

ふるさと交流圏民センター 正L33-2111 
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日 曜日 催 	物 開演 入場料 

大
 

ホ
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日
  

青森県歌謡選手権大会 12 : 00 前売・当日 

499円 

11 土
  舞台設備操作技術 

講習会 

9 : 30 無 料 

12 口
】］
 
 

9: 30 無 料 

26 口
］
 
 

青森県立五所川原工業高校
吹奏楽団第8回定期演奏会 

13 : 00 前売・当日 

500円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

っ」
 
 

木
  

講演会 
「みんなでっくる活力ある農業」 

13 : 30 無 料 

11 土
  

口
］
 
 

舞台設備操作技術 
講習会 

9 : 30 無 料 

1
2
 

 
9 : 30 無 料 

18 土
  

青森映研 映画上映 
「ハリーポッターと 

不死鳥の騎士団」 

未 定 未 定 

19 ロ
］
 
 

未 定 未 定 

24 金
  

第 27回 
北五地区農業委員大会 

未 定 関係者 

28 火
  

平成19年度 
安全運転管理者等講習 
五所川原会」易 

10: 00 関係者 

※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 

11 平成 19年 8月 1日 五所川原市役所 '35- 2111 

東京都交響薬団蚕演 、 

主な演奏曲目 

◆―部 

・亜麻色の髪の乙女、イ工 

スタデーなど 

すぎやまこういち・ピー 

トルズナンバーより 

◆二部 

・交響組曲「ドラゴンク工 

スト正」そして伝説ノ＼・・・ 

お問合わせ先 ふるさと交流圏民センター 

（オルテンシア） 



健 康 推 進 課 B35-2 111（内線2223・2224・2225) 
保健センター市浦 容27-7733 

あ鯵たも 
作りて励春せ真力1 
五所川原市食生活改善推進員会 

、元言，～乳製品を使った料理～ 

く  みんなの健康相談室 ） 
生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する

こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。 

健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。 

地区 開催場所 開催日 開催時間 

「
  

森の家 8 月 7日因 10:00 - 	12:00 

血
所
川
屑
 

共栄集会所 8月 8日困 11:00 - 	12:00 

亦
  

保健センター五所川原 8 月 8日困 10:00 - 12:00 

金
 
木
 

保健センター金木 8 月 10 日岡 10:00 - 	12:00 

市
 
浦
 

保健センター市浦 8月 10 日（斜 10:00 - 	12:00 

（  みんなの健康教室 ） 

8 月 24 日（伺 13 時 30 分～ 14 時 30 分 

働く婦人の家（ 3 階ホール） 

「中耳炎について」 

ー戸学先生（いちのへ耳鼻科） 

北五医師会 五所川原市民保健協議会 

く  献血のこ案内（バス巡回）う 
期 	日 時 間 場 	所 

8月 26 日（日） 
八U
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工ルムの街ショッピング
センタ一専門店入ロの外 

9月 3日（月） 
（成分献血） 

10 :00 - 	15 :00 保健センタ一市浦 
（ピンコロ館） 

※成分献血は人数に制限があります。ご協力いただけ

る方は 8 月 27 日までに健康推進課へご連絡くださ
い。 

ーなつどまり「希望の家」現地親子指導’ 
且コミユニティサボート。すて適叫 

なんとなく育てにくい、落ち着きがないなどを感じ

ているお子さんとお母さんに対して、具体的な遊びや

かかわりのプログラムを通してアドバイスを行います。 

日 時】9 月 27 日困 10 : 00 - 14 : 30 
会 場】保健センター五所川原 

対 象】就学前の幼児と保護者 10 組程度 

費 用】1人 500 円（昼食・おやつ） 

内 容】リズム体操・健康体操・親子遊び 

申込締切】8 月 17 日岡 

申込先】健康推進課 内線 2223・ 2224 

古紙配合再生紙使用 

1 人分 23OkcaI 塩分 Qlg 

■材料（6人分） 
〈オレンジゼリー〉 

オレンジ 
砂糖 	小さじ 2 粉ゼラチン 	3g 
水 	大さじ 1 	オレンジキュラソー…大さじ 1/2 

〈コーヒーシロップ〉 
インスタントコーヒー・・・大さじ 3 	砂糖・・・大さじ 3~ 5 
水 	大さじ 2 

〈マスカルポーネクリーム〉 
マスカルポーネ・・・150 g 	砂糖 	25 g 
オレンジキュラソー・・・小さじ 2 	生クリームー11/2カップ 
市販のスポンジ台・‘・60g 

（またはカステラ） 

■作り方 
〈オレンジゼリー〉粉ゼラチンを分量の水でふやか

しておく。オレンジは房から実を取り出し、粗く
ほぐす。鍋に果汁、ジュース、砂糖を入れて火に
かけ、砂糖が溶けたらゼラチンを加えて溶かす。 
氷水で冷やしてオレンジの果肉とオレンジキュラ
ソーを加え、冷蔵庫で冷やす。（果汁とは、果肉
を取り出す時に出るものです） 

〈コーヒーシロップ〉器に材料を入れてかき混ぜ、 
レンジで 30 秒ほど加熱して溶かす。 

〈マスカルポーネクリーム〉 ボウルに生クリームと
砂糖を入れて8分立てにし、マスカルポーネを加
えてかき混ぜる。さらにオレンジキュラソーを加
えて混ぜ合わせる。 

〈仕上げる〉器にスポンジを敷いてコーヒーシロツ
プをかける。この上にマスカルポーネクリームを
かけてオレンジゼリーをのせる。（ミントの葉な
どを飾ってもよい） 

※マスカルポーネとはフレッシュチーズのひとつ
で、コクのあるまろやかな味わいとマイルドな
口あたりが特徴です。日本ではティラミスの材
料として一躍有名になりました。 

救急医療当番医 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

8月 5日 口

U
  

櫛引クリ二ック 鎌谷町 516 一 10 33 - 1155 

8月12日 口
u
 

 
増田病院 新町 41 34 一 2727 

※ 1．対応時問（電話で確認）9時から 17時まで 

2. その他、消防署（救急病院紹介公34-4999）でも紹介します。 

五所川原市役所 公35- 2111 平成 19年 8 月 1 日 12 
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